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再生可能エネルギーから
広がる地域内循環
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地場産業が途絶えてしてしまう



政所茶



政所茶

無農薬 手摘み

在来種地域内生産



日本のお茶の割合

98.5％

1.5％

品種改良 在来種

わずか



エシカル消費

地域の活性化や雇用なども含む人や社会・
環境に配慮した消費行動

社会課題
環境課題



地場産業の維持

種の保存



政所茶は年々衰退

高齢化
担い手不足



手摘み手摘み

現在 来年度

・老朽化により修繕と
故障を繰り返す

・ＪＡが茶工場の
運営費用を負担

・茶工場の運営費用が
生産者負担に

担い手不足
運営主体等の課題

茶工場が
つぶれてしまう

→来年度以降
手を引くことが決定
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故障を繰り返す

・ＪＡが茶工場の
運営費用を負担

・茶工場の運営費用が
生産者負担に

担い手不足
運営主体等の課題

茶工場が
つぶれてしまう

政所茶が存続の危機

→来年度以降
手を引くことが決定



自分たちの工場が必要

小ロット生産



茶工場が維持できなければ

政所茶が無くなってしまう

採算の取れる新たな茶工場が必要



政所茶木質バイオマスボイラー

間伐材



政所茶木質バイオマスボイラー



政所茶木質バイオマスボイラー

付加
価値

採算性



一般社団法人
徳島地域エネルギー

-ヒアリング調査-



どのような

付加価値がもたらされるのか



６７

政所茶の存続安定的な運
営

認知度の向上

熱利用先の
確保

木材の
安定供給

サプライチェーン
の拡大

森林組合の
雇用創出

付加価値が
つく

政所茶の
関係人口増加

運営主体が
決まる

熱利用が
できるようにな

る

CO₂削減
日本で初の事例

覚悟を持つ人
が生まれる

政所茶とボイラーの
ストーリーに共感

木質バイオマス
ボイラーの設置

ステークホルダーの
拡大

地域住民との
合意形成

事業計画策定

人

モノ

お金

エネルギーの
地産地消

燃料費の
域外流出を防ぐ

地域内循環

長期
アウトカム

初期
アウトカムアウトプット

活動

インプット

中期
アウトカム

採算がとれる

木質バイオマスボイラー導入のロジックモデル



現在

政所茶

茶工場

ボイラー

ＣＯ₂排出

重油

現在



木材

政所茶

茶工場

ボイラー

実質ＣＯ₂の
排出量ゼロ

木質バイオマスボイラーに変えると

ＣＯ₂→酸素

木質バイオマスボイラーに変えると
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実質ＣＯ₂の
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木質バイオマスボイラーに変えると

ＣＯ₂→酸素 日本初の先進事例

木質バイオマスボイラーに変えると



木材

政所茶

茶工場

ボイラー

実質ＣＯ₂の
排出量ゼロ

木質バイオマスボイラーに変えると

ＣＯ₂→酸素 日本初の先進事例脱炭素型モデルとしての付加価値

木質バイオマスボイラーに変えると



森林組合

需要増



森林組合

雇用創出



森林組合

増加
安定的に

供給可能



森林組合

増加

熱供給が可能



地域外 地域内

重油



地域内

木材



地域内

木材

エネルギーの地産地消



5,412L
製茶時期の重油使用料

10,615㎏
CO₂排出量

36万9千円
＊重油1L当たり68.3円換算

域外流出額

現在



18,000㎏
製茶時期の間伐材使用料

実質０
CO₂排出量

27万円
＊間伐材1㎏L当たり15円換算

地域内の経済効果

木質バイオマスボイラーに変えると



18,000㎏
製茶時期の間伐材使用料

実質０
CO₂排出量

27万円
＊間伐材1㎏L当たり15円換算

地域内の経済効果

経済効果と環境効果が存続につながる

木質バイオマスボイラーに変えると



茶工場を存続していく際の課題



1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

設備利用率

製茶時期
4ヵ月間

稼働していない
時期のほうが多い



この設備利用率のままだと…

コストの回収が厳しい

推計8800万円
総工費

設備利用率を高めなければ
政所茶の存続が厳しい



1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

設備利用率



設備利用率

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

採算性を高めることが重要



木質バイオマスボイラー

住戸



茶工場

木質バイオマス
ボイラー

林業

製茶期間
3ｰ6月

燃料代

間伐材 熱供給

代金

稼働時期
10-3月

雇用創出

地域内

暖房・給湯

暖房・給湯における地域内循環モデル



1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

設備利用率

10月~3月に
暖房・給湯需要が高まる

製茶時期



熱供給



灯油

１軒当たりの暖房・給湯代

約36,000円

10月～3月



灯油

10月～3月

10軒当たりの暖房・給湯代
×10

約360,000円



灯油代

地域外 地域内



灯油代

地域外 地域内

地域外へ36万円の流出



熱供給

１軒当たり

木質バイオマスボイラー 約2,600円



重油

木材

１軒当たりの暖房・給湯代

約36,000円

約2,600円
33,400円の削減



重油

木材

10軒当たりのＣＯ₂排出量

1,650㎏

実質０



木質バイオマスボイラー

陸上養殖



熱供給

陸上養殖

一定の温度管理が必要



岡山県西粟倉村



・熱供給を行うことで
25~30度の水温維持

・木質バイオマスボイラーを
使用した鰻の養殖に成功

・環境負荷がかかりにくい
閉鎖循環の養鰻

●



茶工場

木質バイオマス
ボイラー

林業
陸上養殖

製茶期間
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燃料代

間伐材

代金

商品
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熱源代

稼働時期
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雇用創出 雇用創出

地域内

地域外

陸上養殖を用いた地域内循環モデル
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養鰻

森林組合
700万円

270万円
相当の雇用創出

20人



養鰻

担い手不足の解消

20人
程度の雇用創出



養鰻
2億8000万円
経済効果



茶工場の設備利用率を高めることで

経済効果 採算性
環境的
付加価値

政所茶の存続に寄与する



おわりに


